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障がい児教育の現場で培った
当事者理解の大切さを伝える

注目の
研究

農学部共同獣医学科
獣医薬理学教育研究分野

私たちの
研究室

今後のよりよい誌面作りのために、皆様からのご意見やご
要望をお待ちしています。アンケートにご協力いただいた
方の中から抽選で5名様にプレゼントを進呈いたします。

プレゼントが当たる!
読者アンケートにご協力いただいた方へ

※ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には使
用いたしません。また、当選者の発表は、発送をもって代え
させていただきます。

アンケートのご回答はこちらから

プレゼント応募締切 1/31（火）

5名様
合計

国際交流課
オリジナルグッズ
詰め合わせ

測る、創る、診る
～技術で地域を支えます～

鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで
鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで

学会やコンペなどで表彰された学生たち

授業の様子をご紹介！

トリカツ！
特別編

とりりんの授業潜入レポート

教養の場 教養科目「歴史学」
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マウスパッド
ふせん

鳥取大学公式Facebook & twitter
鳥取大学の　    をつぶやいています！今

とりりんが大学のイベント情報、学生活動、
キャンパスの様子などを随時発信中!

@tottori_univ@toririn

フォローしてね

ニューノーマル時代に対応した

新しい留学のカタチ
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学生

オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
点
を
生
か
し
、

質
の
高
い
異
文
化
交
流
を
展
開

　
こ
の
2
年
間
、
海
外
渡
航
が
制
限
さ
れ
、

計
画
ど
お
り
の
留
学
が
で
き
ず
、つ
ら
い
思
い

を
し
た
学
生
が
多
い
。
彼
ら
の
意
欲
を
消
し

て
は
い
け
な
い
、コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
で
き
る

こ
と
が
あ
る
は
ず
と
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
渡
航
留
学
が
で
き
な
い
時
で
も
学
生
が

継
続
的
に
異
文
化
に
触
れ
国
際
感
覚
を
身
に

付
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
国
内
で
で
き
る
各

種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。

　
そ
の
一
つ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

今
や
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
の

新
し
い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

「
当
初
は
渡
航
留
学
の
代
替
と
し
て
導
入
し

た
の
で
す
が
、
次
第
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
か
得

ら
れ
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
て
き
ま
し
た
」と

話
す
の
は
、同
セ
ン
タ
ー
の
チ
ャ
ン
・
チ
ェ
オ
ン
・

ジ
ェ
ン
教
授
だ
。「
一
つ
は
参
加
し
や
す
さ
。

コ
ス
ト
も
時
間
も
か
か
ら
な
い
し
、
複
数
の
受

講
も
O
K
。
そ
れ
に
、
1
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

複
数
国
の
人
が
参
加
す
れ
ば
、
渡
航
留
学

よ
り
も
多
角
的
な
交
流
が
で
き
る
ん
で
す
」

と
目
を
輝
か
せ
る
。

　
ま
た
、「
Z
o
o
m
」な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

サ
ー
ビ
ス
は
機
能
性
が
高
い
。「
発
言
内
容
を

事
前
に
チ
ャ
ッ
ト
に
入
力
し
て
お
け
ば
、
英
語

の
発
音
が
多
少
違
っ
て
い
て
も
相
手
に
伝
わ

り
や
す
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ロ
ス
が

少
な
く
な
る
か
ら
、
学
び
の
質
が
上
が
る
」と

い
う
。
チ
ャ
ッ
ト
内
容
が
保
存
で
き
、
録
音
・

録
画
機
能
も
あ
る
た
め
、
振
り
返
り
が
し
や

す
い
と
い
う
利
点
も
。ツ
ー
ル
を
フ
ル
活
用
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
気
軽
に
、
広
く
世
界
と
つ

な
が
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
学
生
た
ち

に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
留
学
で

無
駄
な
く
、
効
果
的
に
学
ぶ

　
最
近
、
渡
航
留
学
の
規
制
が
徐
々
に
緩
和

さ
れ
て
お
り
、
本
学
で
も
一
定
の
条
件
を
満

た
せ
ば
現
地
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
対
面
で
の
学
び
は
何
も
の
に

も
代
え
が
た
い
。
だ
が
、
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
で

手
に
入
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
手
法

は
、
こ
れ
か
ら
も
必
要
不
可
欠
だ
と
チ
ャ
ン

教
授
は
言
う
。

　
こ
れ
ま
で
は
留
学
先
に
行
っ
て
か
ら
初
め

て
学
ん
で
い
た
地
域
の
文
化
や
歴
史
、
あ
る

い
は「
完
璧
な
英
語
で
な
く
て
も
伝
わ
る
ん

だ
」と
い
う
気
付
き
の
部
分
を
、
事
前
に
オ
ン

ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
経
験
す
る
こ
と
で
、
現

地
で
の
学
び
が
よ
り
有
意
義
で
効
果
的
に
な

る
。
両
方
を
組
み
合
わ
せ
た「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
」留
学
が
、
こ
れ
か
ら
は〝
当
た
り
前
〞に

な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
協

働
」。
本
学
の
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

日
本
人
学
生
が
渡
航
先
の
言
語
や
文
化
を

学
ぶ
と
い
う
一
方
通
行
で
は
な
く
、
現
地
学

生
も
日
本
語
や
日
本
文
化
を
学
ぶ
と
い
う

双
方
向
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
進
化
し
て
い
る
。

対
等
な
関
係
に
な
る
こ
と
に
よ
り
活
発
な

交
流
が
で
き
る
し
、
受
け
身
で
は
な
く
能
動

的
な
学
び
に
発
展
で
き
る
。

　
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
か
ら
こ
そ
見
え

て
き
た
、
新
し
い
留
学
の
カ
タ
チ
。
そ
れ
を

生
か
し
て
、ニュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
が
誕
生
す
る
の
は
そ
う
遠
く
な
い
。

CHAN CHEONG JAN 教授

チ ャ ン  チ ェ オ ン  ジ ェ ン

教育支援・国際交流推進機構 国際交流センター

新しい留学のカタチ
新型コロナウイルス感染症のパンデミックは、鳥取大学が取り組む海外留学・国際交流にも大きな影を落とした。

しかし、そんな困難に対処し、留学への夢を抱く学生たちをサポートし続けているのが、

教育支援・国際交流推進機構の「国際交流センター」だ。

今号は、新しい時代に対応した海外留学・国際交流のプログラムを展開する、本センターの取り組みをご紹介する。

コロナ禍における
海外渡航について

海外渡航したい学生は要チェック！

海外派遣決定に係る手続き（感染症危険情報レベル3の場合）

派遣の可否を判断 書類の確認 審　議 書類の作成

新型コロナウイルス感染拡大など社会情勢が不安定な現在

は、派遣対象となる留学プログラムを限定しています。派遣を

希望する学生には安全管理に関する講義受講のほか、派遣

先の感染症危険情報レベルにより、渡航理由書や行程表、

留学先国での安全管理・危機管理をまとめたものなど、さま

ざまな安全管理に関する書類の提出を義務付けています。

マレーシア・マラヤ大学とのGlobal Gateway 
Online Programの様子

鳥取大学
国際交流
留学情報
はこちら

イメージキャラクター
とりりん

学生の所属部局国際交流課タスクフォース

派遣決定

ニューノーマル時代に対応した
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グローバルキャンパスライフ  ＠鳥大
国際交流センターでは、本学キャンパス内で語学力、多文化理解、グローバル感

覚を磨くことができるよう、さまざまなプログラムを用意しています。どれから始め

てもOK、鳥大生の“はじめの一歩”を応援します！

G-frenz01
　国際交流センターと国際交流課に所属する学生団体です。国際交流活動の企画・

運営、外国人留学生の学習・生活サポート、日本人学生の留学のアドバイスを

行っています。日本人学生だけでなく留学生もメンバーとなっており、協働して活動

する中で、多様な背景を持つ留学生と日本人学生がお互いの言語や文化を学び

合うことができます。

GLOBAL STUDY

TO
TTO

RI UNIV

キャンパス内でも豊かな国際交流ができます！
　英語が好きで海外留学や国際交流に興味を持っていた私にとって、G-frenzはまさにピッタリ
の活動。存在を知ってすぐに参加を決めました。
　昨年度は「異文化交流」の企画・運営を担当。「こどもの日」や「七夕」など、季節ごとに行わ
れる日本の伝統行事に着目し、外国人留学生にその意味や内容を英語で紹介しながら、日本人
学生と交流を深めてもらおうと考えました。口頭説明だけでなく、共同作業を盛り込むように
工夫。鯉のぼりや七夕飾りを一緒に作ることで会話が弾み、楽しい時間を過ごすことができました。
　留学生は英語で話してもいいことに安心感があり、G-frenzの催し物に参加しやすいようです。
また日本人学生にとっては英会話に挑戦する良い機会となっています。「英語をもっと頑張ろうと
思えた」という感想が聞かれ、やりがいを感じました。私自身も留学生の友人が増え、英語の
表現力がついてきました。この経験を糧に海外渡航への夢を広げているところです。

一度に複数受講も可能、グローバル力めきめき成長中！
　僕は将来、途上国や乾燥地などの問題解決に寄与する国際的な仕事がしたいと
考えています。夢に向かって積極的に行動しようと思い、1年次の夏休みにメキシコと
マレーシア、次の春休みには台湾とオーストラリアのプログラムを受講しました。
　現地学生がバディとして付き1対1で学習・対話するもの、グループワークでプレゼ
ンを作成・発表するものなど、プログラムごとに特徴があり、どれもすごく面白かったです。
講義時間外もSNSを活用して現地学生とつながり、プレゼンの打ち合わせや雑談を
するなどして交流を深めました。メキシコプログラムでは、スペイン語訛りの英語が聞き
取りにくく苦労。でも、グローバルに活躍するためには母語によって異なるいろいろな
訛りを知っておくべきと言われ、モチベーションが上がりました。
　受講後、外国人留学生の友人から「英語がうまくなったね」と言われました。オンラ
インプログラムを通して培ったグローバル力を、次は渡航留学で生かしていきたいです。

語学強化コース03

Global Gateway Online Program04

Online World Café02
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　ウィズコロナ・ポストコロナ禍でも世界中のさまざまな文化に触れながら国際

感覚を身に付けられるよう、オンラインを利用した新たな異文化交流の機会を

提供しています。

　海外留学、海外派遣プログラム、および海外実践教育プログラムへの参加の

ために実践的語学力の向上を図りたい学生、持続的に実践的語学力の強化を

図りたい学生を対象に開設するコースです。

　Speakingを重視し、Reading、Writing、Listening、Presentationを組み合せた授業を週に2回行います。英語、

中国語、スペイン語を学ぶことができ、昼休み、もしくは放課後に授業が行われます。

　コロナ禍により夏・春期留学プログラムが中止となった場合でも、継続的に異文化

に触れる機会を増やしながら国際感覚を身に付けられるよう、オンラインプログラム

を実施しています。

　オーストラリア、カナダ、マレーシア、メキシコ、台湾など、海外協定校等の講師

陣による遠隔講義や現地学生との国際交流・学習を通して異文化理解度を高め、

語学学習の意欲向上につなげています。渡航留学に備えた受講だけでなく、「渡

航留学はハードルが高いがオンラインなら」と参加する学生も多数います。
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覚を磨くことができるよう、さまざまなプログラムを用意しています。どれから始め

てもOK、鳥大生の“はじめの一歩”を応援します！

G-frenz01
　国際交流センターと国際交流課に所属する学生団体です。国際交流活動の企画・

運営、外国人留学生の学習・生活サポート、日本人学生の留学のアドバイスを

行っています。日本人学生だけでなく留学生もメンバーとなっており、協働して活動

する中で、多様な背景を持つ留学生と日本人学生がお互いの言語や文化を学び

合うことができます。
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コロナ禍に培った語学力を携えて、ついに夢の渡航留学へ！自分の目で見、感じることでしか得られない真実がある
　私は好奇心旺盛な性格で、以前から「訪れたことのない国で
さまざまな体験をしてみたい」という思いを抱いていました。だか
ら鳥大入学後の1年次には、早速「夏期マレーシア多文化協働
実践プログラム」に参加。初の海外研修に大きな刺激を受けた
ことから、2年次後期にマレーシア・マラヤ大学へ交換留学しよう
と決めました。ところが、コロナの感染拡大によりオンライン留学
に変更になってしまって…。「現地で学びたい」という思いが強
かった私は留学を辞退、渡航できるチャンスを待ち、国内で力を
付ける方向へシフトチェンジしました。
　これまでに語学強化コースの英語上級、メキシコ・オーストラ
リア・カナダのオンラインプログラム、アメリカ・バーモンド大学と

の「Global Café」など、
国内でできるプログラム
や国際交流活動に可
能な限り参加しました。
同じような経験を何度
も積み重ねるうちに、
「英語って別に完璧に
話す必要はないんだ」

と感覚で分かってきて、
“間違っていてもいいから
積極的にコミュニケー
ションをとる”という姿勢
が身に付きました。
　一度は断念した留学
の夢が、今ようやく叶お
うとしています。工学部
のプログラムを利用してカナダ・サイモンフレイザー大学へ、
4カ月間の短期留学へ行きます。研究インターンシップなので、
日常会話だけでなく専門用語の勉強も必要。携わる研究の理論
や背景など、関連する知識も理解しておかなくては！ 充実した
時間を過ごせるよう、現地の担当教官から頂いた英語の研究
論文を読むなどして準備を進めているところです。
　私は「海外留学をする」という目標を決め、それを実現するに
はどういうステップを踏んでいけばいいかを考え、一つ一つ実行
に移してきました。できない理由は、探そうと思えばいくらでも
探せます。そうではなく、“今できること”に挑戦することで道が
開けるのだと、自分自身の経験を通して実感しています。

　僕は今、カンボジアのタットムという村にいます。文部科学省
「トビタテ！留学JAPAN」の制度を利用して、「特定非営利活動
法人アジアの子どもたちの就学を支援する会（Asia School 
Attendance Partnership）」（以下、ASAP）のインターンシップ
という形で留学しました。
　きっかけは、小学6年生の時に父とミャンマーへ行ったこと。
日本の豊かな生活しか知らなかった僕は、そこで初めて物乞いをして
いる人を見て、貧困を肌で感じました。本やインターネットで知識
として知ることはできますが、アジアの農村の貧困について実際に
自分の目で見、体験することで実態を知りたいと思ったんです。
　カンボジアの農村には、お金がなくて学校に通えない子が

います。そこでASAPで
は、現地のお母さんたち
に巾着袋やエプロンな
どの布小物を縫っても
らい、日本のお母さん
たちがそれを購入する
「Mother to Mother」
という活動を行って就

労を支援しています。
僕は村の人 と々一緒に
暮らしながら、その運営
をお手伝いしています。
　村人は皆、輝くような
明るい顔で笑いかけて
くれます。しかし、よく話
を聞いてみると、「明日
もこの生活ができるのか」という不安を抱いていることが分かって
きました。村のお母さんの1人がデング熱で亡くなるという悲しい
出来事もありました。医療レベルや健康意識の低さ、生活インフ
ラの未整備など多くの問題が複合的に絡み合い、命までも脅かし
ている貧困の現実を目の当たりにしました。
　海外留学の準備は申請書類の作成などが大変だと思われる
かもしれませんが、一つ一つはそれほど複雑ではなく、普段書い
ている講義のレポートとそう変わりません。また、留学といっても
いろんなパターンがあり、語学留学、交換留学だけでなく、僕の
ようにインターンシップでいく形も。自分に合うものを探すのも
留学の勉強だと思えば楽しくできると思います。

カンボジアに　　　　　  

定められた条件をクリアし、海外留学へ向かう学生たちが少しずつ出てきています。目標に向かって邁進して

いる2人の学生に、これまでの道のりや現地での学びについてインタビューしました。
GLOBAL STUDY

TO
TTO

RI UNIV
海の向こうで頑張る鳥大生
そして舞台は世界へ！

村山  飛 龍 さん

む ら や ま  ひ り ゅ う

工学部化学バイオ系学科　4年

カナダ
サイモンフレイザー大学

留学先

2022年
9月～12月

留学期間林  悠 太 郎 さん

は や し  ゆ う た ろ う

地域学部地域学科　2年

カンボジア
留学先

2022年4月～
2023年2月

留学期間

伝統衣装でアンコールワット

村のお母さんた
ちとマンゴー剥き

G-frenzでの活動オンラインキャンパスツアーを企画

留学生としゃんし
ゃん傘踊りの練

習

留学中!留学中!

カナダに　　　　　　　  留学予定!留学予定!
※※

※取材当時（2022年8月）
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一
人
ひ
と
り
の
見
え
方
を

正
確
に
捉
え
る

　
私
は
、
平
成
2（
1
9
9
0
）年
か
ら
令

和
3（
2
0
2
1
）年
ま
で
、
千
葉
県
の
特

別
支
援
学
校
の
教
員
と
し
て
31
年
間
勤
め

て
き
ま
し
た
。
教
師
生
活
の
中
で
、
肢
体
不

自
由
児
や
知
的
障
が
い
、
視
覚
、
聴
覚
に
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方
々

と
過
ご
し
、
年
齢
も
幼
稚
部
か
ら
成
人
ま

で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
人
た
ち
と
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
一
言
に「
障
が
い
」と
い
っ
て
も
、

一
人
ひ
と
り
で
障
が
い
の
種
類
は
違
い
ま
す

し
、
そ
の
程
度
も
異
な
り
ま
す
。
ま
た
病

気
や
発
達
の
状
況
に
よ
っ
て
、
見
え
方
や
聞

こ
え
方
は
本
当
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
教
育

の
現
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
え
方
や
聞
こ

え
方
に
合
わ
せ
た
教
育
や
支
援
を
提
供
し

て
い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
教
育
や
支
援
を

教
育
現
場
で
ス
ム
ー
ズ
に
提
供
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
そ
の
子
の
見
え
方
の
特
徴
を
正

確
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
小
さ
な
子
ど
も
や
、
自
分
で
体
を
動

か
す
の
が
困
難
な
重
度
・
重
複
障
が
い
児
に

と
っ
て
、
そ
の
見
え
て
い
る
度
合
や
ど
ん
な

刺
激
を
感
じ
取
れ
て
い
る
の
か
を
判
断
す
る

の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
を
対
象
に
、
見

え
方
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
集
め
て
検
証

し
、
弱
視
の
幼
児
や
児
童
向
け
の
視
機
能

評
価
方
法
を
選
定
し
て
い
ま
す（
図
1
）。

ま
た
、
重
度
・
重
複
障
が
い
児
の
見
え
方
や

聞
こ
え
方
、
感
じ
方
な
ど
の
実
態
把
握
を

通
じ
て
初
期
学
習
理
論
を
確
立
し
、
そ
の

子
の
感
覚
や
認
知
の
様
子
な
ど
を
発
達
的

視
点
か
ら
客
観
的
に
判
断
で
き
る
方
法
を

提
案
し
て
い
ま
す
。

色
や
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
変
わ
る

見
え
や
す
さ

　
見
え
方
の
研
究
で
は
、
文
字
や
背
景
の

色
、コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
で

提
示
し
て
、
視
力
検
査
や
パ
ズ
ル
な
ど
の
課

題
達
成
ま
で
の
時
間
を
計
測
し
、
数
値
化

し
て
比
較
し
ま
す
。
例
え
ば
、
眼
の
中
の
水

晶
体
が
濁
る
白
内
障
の
あ
る
子
は
、
白
い
背

景
に
小
さ
な
黒
い
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
紙

を
見
る
と
白
い
背
景
が
ま
ぶ
し
過
ぎ
る
た

め
、
黒
い
背
景
に
白
い
文
字
を
書
い
た
方
が

見
え
や
す
く
な
り
ま
す（
図
2
）。
ま
た
、

近
視
や
遠
視
、
乱
視
な
ど
の
屈
折
異
常
の

人
は
そ
れ
ぞ
れ
で
見
え
や
す
い
文
字
サ
イ
ズ

が
異
な
る
し
、
白
内
障
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
、
近

視
は
U
D
書
体
﹇
注
﹈と
、
文
字
の
フ
ォ
ン
ト

に
よ
っ
て
も
見
え
や
す
さ
は
変
わ
る
、
な
ど

の
実
態
が
把
握
で
き
ま
し
た（
図
3
）。

　
そ
う
し
た
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
は
、

子
ど
も
た
ち
の
視
機
能
評
価
方
法
の
指
標

の
基
準
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
教
科
書
の
選

定
や
教
材
・
教
師
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、

ま
た
、ル
ー
ペ
や
単
眼
鏡
、
遮
光
眼
鏡
な
ど
、

見
え
や
す
く
な
る
た
め
の
ツ
ー
ル
の
選
定
な

ど
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
見
え
方
に
困
難
の

あ
る
子
が
見
え
や
す
い
方
法
を
得
る
こ
と

は
、
見
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。
見
る
こ
と
の
楽
し
さ
は
学
習

意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
自
分

が
こ
う
す
れ
ば
見
え
る
と
分
か

る
こ
と
は
、
社
会
に
出
て
生
活

す
る
際
に
も
、
そ
の
子
に
と
っ

て
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

小
さ
な
変
化
を
感
じ
と
る

　
特
別
支
援
教
育
の
魅
力
は
、

一
人
ひ
と
り
と
濃
く
付
き
合

え
る
こ
と
で
す
。
重
度
・
重
複

障
が
い
の
子
ど
も
た
ち
と
長
く

一
緒
に
過
ご
し
て
い
る
と
、
表

情
や
呼
吸
の
仕
方
、
抱
っ
こ
し

た
時
の
身
体
の
硬
さ
な
ど
の
小

さ
な
変
化
か
ら
、
そ
の
日
の
そ

の
子
の
体
調
が
分
か
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
そ

の
子
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
こ

ち
ら
も
感
じ
る
こ
と
で
す
。
相

手
の
立
場
を
リ
ア
ル
に
体
感
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
学
生
に
さ
ま
ざ
ま
な
視

覚
障
が
い
を
体
験
で
き
る
ゴ
ー
グ
ル
を
か
け

て
も
ら
い
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち

が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
の
か
を

経
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
経
験
す
る
こ

と
で
、
ず
っ
と
首
を
振
っ
て
い
る
子
に
対
し

て「
視
野
狭
窄
が
あ
る
た
め
に
、
首
を
振
っ

て
広
く
見
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
」と
感
じ
取
っ
た
り
、
机
に
前
か
が
み
に

な
る
子
を「
教
材
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
よ
う

と
顔
を
近
づ
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
」と
理
解

し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
当
事
者
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
な
ぜ
そ

の
姿
勢
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
な
ぜ
そ
の

こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
の
行
動
の
意
味
性
を
発
達
的
な
視

点
か
ら
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
へ
の
寄
り
添
い
方
を
知
る
こ
と

は
、
特
別
支
援
教
育
だ
け
で
な
く
、
ど
の
教

育
現
場
や
職
場
で
も
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
す
。
障
が
い
だ
け
で
な
く
、性
の
あ
り
方
、

経
済
状
況
な
ど
多
様
な
人
々
の
気
持
ち
を

当
事
者
の
よ
う
に
理
解
し
、
寄
り
添
え
る
人

材
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

障がい児教育の現場で培った
当事者理解の大切さを伝える

人の見え方、聞こえ方、感じ方はさまざまです。その人がどう
見え、聞こえ、感じているかを知ることは、その人を理解するこ
とにつながります。障がいのある子どもたちに対する実践的な
教育や支援法とともに、当事者理解の大切さを伝えています。

渡邉  正 人 講師

わ た な べ  ま さ と

地域学部地域学科人間形成コース

注  目  の  研  究

専門 特別支援教育学／視覚障がい
教育／重度・重複障がい教育

趣味 トレッキング／ガーデニング

﹇
注
﹈U
D
書
体

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
の
こ
と
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
分
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
い
よ
う
に
可
読
性
、
表
示
適
性
、

視
認
性
、
識
別
性
に
配
慮
さ
れ
た
フ
ォ
ン
ト
。

図2　弱視シミュレーションレンズを用いた視力値の比較実験

図3　弱視児の作業能力検査等による比較研究

図1
視覚支援に向けた
視機能評価の方法
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一
人
ひ
と
り
の
見
え
方
を

正
確
に
捉
え
る

　
私
は
、
平
成
2（
1
9
9
0
）年
か
ら
令

和
3（
2
0
2
1
）年
ま
で
、
千
葉
県
の
特

別
支
援
学
校
の
教
員
と
し
て
31
年
間
勤
め

て
き
ま
し
た
。
教
師
生
活
の
中
で
、
肢
体
不

自
由
児
や
知
的
障
が
い
、
視
覚
、
聴
覚
に
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方
々

と
過
ご
し
、
年
齢
も
幼
稚
部
か
ら
成
人
ま

で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
人
た
ち
と
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
一
言
に「
障
が
い
」と
い
っ
て
も
、

一
人
ひ
と
り
で
障
が
い
の
種
類
は
違
い
ま
す

し
、
そ
の
程
度
も
異
な
り
ま
す
。
ま
た
病

気
や
発
達
の
状
況
に
よ
っ
て
、
見
え
方
や
聞

こ
え
方
は
本
当
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
教
育

の
現
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
え
方
や
聞
こ

え
方
に
合
わ
せ
た
教
育
や
支
援
を
提
供
し

て
い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
教
育
や
支
援
を

教
育
現
場
で
ス
ム
ー
ズ
に
提
供
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
そ
の
子
の
見
え
方
の
特
徴
を
正

確
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
小
さ
な
子
ど
も
や
、
自
分
で
体
を
動

か
す
の
が
困
難
な
重
度
・
重
複
障
が
い
児
に

と
っ
て
、
そ
の
見
え
て
い
る
度
合
や
ど
ん
な

刺
激
を
感
じ
取
れ
て
い
る
の
か
を
判
断
す
る

の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
を
対
象
に
、
見

え
方
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
集
め
て
検
証

し
、
弱
視
の
幼
児
や
児
童
向
け
の
視
機
能

評
価
方
法
を
選
定
し
て
い
ま
す（
図
1
）。

ま
た
、
重
度
・
重
複
障
が
い
児
の
見
え
方
や

聞
こ
え
方
、
感
じ
方
な
ど
の
実
態
把
握
を

通
じ
て
初
期
学
習
理
論
を
確
立
し
、
そ
の

子
の
感
覚
や
認
知
の
様
子
な
ど
を
発
達
的

視
点
か
ら
客
観
的
に
判
断
で
き
る
方
法
を

提
案
し
て
い
ま
す
。

色
や
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
変
わ
る

見
え
や
す
さ

　
見
え
方
の
研
究
で
は
、
文
字
や
背
景
の

色
、コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
で

提
示
し
て
、
視
力
検
査
や
パ
ズ
ル
な
ど
の
課

題
達
成
ま
で
の
時
間
を
計
測
し
、
数
値
化

し
て
比
較
し
ま
す
。
例
え
ば
、
眼
の
中
の
水

晶
体
が
濁
る
白
内
障
の
あ
る
子
は
、
白
い
背

景
に
小
さ
な
黒
い
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
紙

を
見
る
と
白
い
背
景
が
ま
ぶ
し
過
ぎ
る
た

め
、
黒
い
背
景
に
白
い
文
字
を
書
い
た
方
が

見
え
や
す
く
な
り
ま
す（
図
2
）。
ま
た
、

近
視
や
遠
視
、
乱
視
な
ど
の
屈
折
異
常
の

人
は
そ
れ
ぞ
れ
で
見
え
や
す
い
文
字
サ
イ
ズ

が
異
な
る
し
、
白
内
障
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
、
近

視
は
U
D
書
体
﹇
注
﹈と
、
文
字
の
フ
ォ
ン
ト

に
よ
っ
て
も
見
え
や
す
さ
は
変
わ
る
、
な
ど

の
実
態
が
把
握
で
き
ま
し
た（
図
3
）。

　
そ
う
し
た
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
は
、

子
ど
も
た
ち
の
視
機
能
評
価
方
法
の
指
標

の
基
準
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
教
科
書
の
選

定
や
教
材
・
教
師
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、

ま
た
、ル
ー
ペ
や
単
眼
鏡
、
遮
光
眼
鏡
な
ど
、

見
え
や
す
く
な
る
た
め
の
ツ
ー
ル
の
選
定
な

ど
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
見
え
方
に
困
難
の

あ
る
子
が
見
え
や
す
い
方
法
を
得
る
こ
と

は
、
見
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。
見
る
こ
と
の
楽
し
さ
は
学
習

意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
自
分

が
こ
う
す
れ
ば
見
え
る
と
分
か

る
こ
と
は
、
社
会
に
出
て
生
活

す
る
際
に
も
、
そ
の
子
に
と
っ

て
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

小
さ
な
変
化
を
感
じ
と
る

　
特
別
支
援
教
育
の
魅
力
は
、

一
人
ひ
と
り
と
濃
く
付
き
合

え
る
こ
と
で
す
。
重
度
・
重
複

障
が
い
の
子
ど
も
た
ち
と
長
く

一
緒
に
過
ご
し
て
い
る
と
、
表

情
や
呼
吸
の
仕
方
、
抱
っ
こ
し

た
時
の
身
体
の
硬
さ
な
ど
の
小

さ
な
変
化
か
ら
、
そ
の
日
の
そ

の
子
の
体
調
が
分
か
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
そ

の
子
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
こ

ち
ら
も
感
じ
る
こ
と
で
す
。
相

手
の
立
場
を
リ
ア
ル
に
体
感
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
学
生
に
さ
ま
ざ
ま
な
視

覚
障
が
い
を
体
験
で
き
る
ゴ
ー
グ
ル
を
か
け

て
も
ら
い
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち

が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
の
か
を

経
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
経
験
す
る
こ

と
で
、
ず
っ
と
首
を
振
っ
て
い
る
子
に
対
し

て「
視
野
狭
窄
が
あ
る
た
め
に
、
首
を
振
っ

て
広
く
見
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
」と
感
じ
取
っ
た
り
、
机
に
前
か
が
み
に

な
る
子
を「
教
材
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
よ
う

と
顔
を
近
づ
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
」と
理
解

し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
当
事
者
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
な
ぜ
そ

の
姿
勢
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
な
ぜ
そ
の

こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
の
行
動
の
意
味
性
を
発
達
的
な
視

点
か
ら
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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と
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耐え難い“痛み”を、そのセンサーからブロックする

獣医薬理学教育研究分野
農学部 共同獣医学科

太 田  利 男 教授／高 橋  賢 次 准教授担当教員

　“痛み”は、傷や病気などの異常が生じたことを知らせてくれる大事
なサインだ。私たちの身体には、痛みをはじめ、熱やかゆみなどを
感知する“センサー”が無数に存在し、さまざまな刺激に対処するため
に役立っている。しかし、過剰に続く強い痛みは、「生きたい」という
気力すら奪うほどの大きな苦しみとなる。そして、痛みに苦しめられる
のは、ヒトも動物も同じだ。獣医薬理学教育研究分野では、そのセン
サーに着目し、痛みを和らげたり、抑えたりする方法を探っている。
　センサーの種類は多く、その一つ一つの機能や作用を解析すること
で、よりピンポイントに痛みを制御できるようになるという。学生たちは
午前9時に登校し、健康的な生活リズムを保ちながら講義や実習の合
間をみて、高度な知識と技術が要求される緻密な研究活動に取り組む。
その一方で、互いの誕生日にはサプライズでケーキを用意したり、お土
産をみんなで食べたり、手作りカレーで獣医師国家試験の合格を祈願
したりと、学業とのメリハリを上手につけて学生生活を楽しんでいる。
　太田教授は「自分たちの研究が、新しい発見の一端を担っている
ことを自覚し、好奇心を持って社会に貢献できる人になってほしい」
と期待している。

※撮影時のみマスクを外しています。

私 た  ち  の
研 究  室

炎症やがんによって起こる
痛みの抑制を目指す

農学部共同獣医学科 6年

水虫治療薬の副作用を
軽減する方法を検証

農学部共同獣医学科 6年

ハーブの鎮痛作用の
メカニズムを解明

岐阜大学・鳥取大学大学院
共同獣医学研究科 共同獣医学専攻 1年

痛みのメカニズムを分子レベルで解析
　

痛
み
や
熱
を
感
知
す
る
セ
ン
サ
ー

は
、「Transient Receptor Po-

tential

（TRP

）」チ
ャ
ネ
ル
と
い
う

細
胞
膜
上
に
存
在
す
る
タ
ン
パ
ク
質

で
、Ｔ
Ｒ
Ｐ
チ
ャ
ネ
ル
が
過
剰
に
機

能
す
る
こ
と
で
、
例
え
ば
、
普
段
と

同
じ
温
度
の
お
湯
で
も
日
焼
け
し
た

肌
に
は
ヒ
リ
ヒ
リ
と
痛
く
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
が
ん
な
ど
の
病
気

で
強
い
痛
み
が
生
じ
る
の
も
同
じ
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
い
え
ま
す
。

　

痛
み
な
ど
の
苦
痛
を
抑
制
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
元
と
な
る
刺
激
を

受
け
る
場
所
に
つ
い
て
よ
く
知
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
私
た
ち
の
研
究

室
で
は
、Ｔ
Ｒ
Ｐ
チ
ャ
ネ
ル
の
機
能

を
分
子
レ
ベ
ル
で
調
べ
、
ど
う
い
っ
た

条
件
で
痛
み
が
生
じ
る
の
か
と
い
う

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
努
め
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
基
礎
研
究
の
積
み

重
ね
が
、
副
作
用
の
少
な
い
新
し
い

鎮
痛
薬
の
開
発
に
つ
な
が
る
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　植物のラベンダーやベルガモットか
ら抽出した精油成分は、香りがよく、
リラックス効果があることが広く知られ
ていますが、鎮痛作用があることも分
かっています。鎮痛作用が引き起こ
されるメカニズムを分子レベルで解析
し、細胞膜上に多数あるセンサーの
中でどのセンサーに作用しているの
か、どのような痛みに対して鎮痛効果
を示すのか、また精油成分中のどの
成分に反応しているのか、などを調べ
ています。ラベンダーやベルガモット
の精油成分は身体にやさしい成分と
して知られており、副作用の少ない鎮
痛成分の特定につながることを目指し
ています。

　私たちが普段使っている医薬品の
中にはさまざまな副作用が現れるもの
があり、例えば、水虫などの治療薬と
して使われる抗真菌薬は、副作用とし
て塗った場所に痛みが生じる疼痛（と
うつう）作用があることが知られてい
ます。「抗真菌薬による痛みの元にな
るセンサーは何か」について細胞レベ
ルで調べ、抗真菌薬は、TRPA1と
TRPV1という2つのセンサーを活性
化させることを明らかにしています。
抗真菌薬と共にTRPチャネルの活性
化を阻害する薬を用いることで、副作
用の軽減に有効であることを検証して
いきます。

　身体に細菌やウイルスが侵入した
り、スポーツで筋肉を傷めたりした際
に痛みや腫れが生じることを「炎症」
といいます。私たちの身体は通常、
pH値7.0～7.4の中性あるいは弱アル
カリ性ですが、炎症やがんなどの病気
の発生によって、筋肉や内臓など組織
が酸性化することが分かっています。
例えば、傷口にレモン汁がつくと痛み
を感じるように、体内で生じた酸も周
辺に存在するTRPチャネルをはじめと
する様々なタンパク質を活性化させ、
痛みを引き起こします。炎症やがんに
より引き起こされる過剰な痛みの軽減
や抑制につなげるため、そのメカニズ
ムの詳細な解明に取り組んでいます。

は し もと  み ほ

橋本  美穂 さん

もりもと  ま い

森本  麻衣 さん

お か べ  しょう た

岡部  省太 さん

岐阜大学・鳥取大学大学院共同獣医学研
究科、小動物臨床、地方公務員（岡山県、
富山県、兵庫県）、日本農薬、NOSAI北海道、
NOSAI千葉、NOSAI鳥取、MSD製薬

直近5年以内の
卒業生の主な進路

太田  利 男 教授

お お た  と し お

農学部共同獣医学科
基礎獣医学講座
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に役立っている。しかし、過剰に続く強い痛みは、「生きたい」という
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　植物のラベンダーやベルガモットか
ら抽出した精油成分は、香りがよく、
リラックス効果があることが広く知られ
ていますが、鎮痛作用があることも分
かっています。鎮痛作用が引き起こ
されるメカニズムを分子レベルで解析
し、細胞膜上に多数あるセンサーの
中でどのセンサーに作用しているの
か、どのような痛みに対して鎮痛効果
を示すのか、また精油成分中のどの
成分に反応しているのか、などを調べ
ています。ラベンダーやベルガモット
の精油成分は身体にやさしい成分と
して知られており、副作用の少ない鎮
痛成分の特定につながることを目指し
ています。

　私たちが普段使っている医薬品の
中にはさまざまな副作用が現れるもの
があり、例えば、水虫などの治療薬と
して使われる抗真菌薬は、副作用とし
て塗った場所に痛みが生じる疼痛（と
うつう）作用があることが知られてい
ます。「抗真菌薬による痛みの元にな
るセンサーは何か」について細胞レベ
ルで調べ、抗真菌薬は、TRPA1と
TRPV1という2つのセンサーを活性
化させることを明らかにしています。
抗真菌薬と共にTRPチャネルの活性
化を阻害する薬を用いることで、副作
用の軽減に有効であることを検証して
いきます。

　身体に細菌やウイルスが侵入した
り、スポーツで筋肉を傷めたりした際
に痛みや腫れが生じることを「炎症」
といいます。私たちの身体は通常、
pH値7.0～7.4の中性あるいは弱アル
カリ性ですが、炎症やがんなどの病気
の発生によって、筋肉や内臓など組織
が酸性化することが分かっています。
例えば、傷口にレモン汁がつくと痛み
を感じるように、体内で生じた酸も周
辺に存在するTRPチャネルをはじめと
する様々なタンパク質を活性化させ、
痛みを引き起こします。炎症やがんに
より引き起こされる過剰な痛みの軽減
や抑制につなげるため、そのメカニズ
ムの詳細な解明に取り組んでいます。

は し もと  み ほ

橋本  美穂 さん

もりもと  ま い

森本  麻衣 さん

お か べ  しょう た

岡部  省太 さん

岐阜大学・鳥取大学大学院共同獣医学研
究科、小動物臨床、地方公務員（岡山県、
富山県、兵庫県）、日本農薬、NOSAI北海道、
NOSAI千葉、NOSAI鳥取、MSD製薬

直近5年以内の
卒業生の主な進路

太田  利 男 教授

お お た  と し お

農学部共同獣医学科
基礎獣医学講座
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農学部

医学部

工学部

地域学部

学会やコンペなどで表彰された学生たち

C H E C K  T H I S  O U T !

鳥  大  生  の  活  躍  を  紹  介  し  ま  す
トリカツ！特別編

第65回日本菌学会大会　最優秀賞（口頭発表）  ＜2021年度＞
亜高山帯森より採取された
Hydnum repando-orientale類似菌の分類学的精査
す が わ ら  り ょ う

菅原　遼さん 大学院連合農学研究科

鳥取県福祉研究学会創立15周年記念研究発表会　奨励賞
当事者の「語り」（ナラティブ）が拓く地域共生 の可能性
～「語り・学び・de愛プロジェクト」の実践報告～
も り し た  の ぼ る

森下　昇さん 大学院持続性社会創生科学研究科 地域学専攻

　カノシタ（Hydnum repando-orientale）
は、フランス料理等で愛用される食用き
のこ種です。本種は鳥取県など低地の
広葉樹林に発生することが知られていま
したが、我々の調査により長野県の亜高
山帯の針葉樹林でも類似した子実体が
発見されました。そこで子実体の形態観
察や塩基配列に基づく分子系統解析、
胞子分離菌株を使った交配試験を行うこ

とで総合的に精査したところ、低地集団
と高地集団は既に姉妹種として分化した
痕跡がみつかり、別種であることが明ら
かとなりました。本発表は国内における
未知の食資源の存在を明らかにしただけ
でなく、カノシタ属きのこの祖先がどのよ
うな種分化イベントを経て現在の種多様
性を生み出したかを知るための一つのヒ
ントになると考えています。

　本研究は、八頭町社会福祉協議会と
地域学部竹川研究室との連携プロジェク
トとして実施されており、社協の関係団
体である身体・知的・精神の3障がい者
団体の当事者と福祉専門職、学生・教
員の計13名による共同研究チームによる
実践報告です。研究の目的は、福祉学
習にナラティブアプローチを応用し、「語
り」と「対話」を通じて当事者理解の促進

と当事者のエンパワメントを実現すること
です。今後も引き続き高齢者や障がい
者等の多様な当事者が、学校や身近な
地域で「語り」と「対話」を通じて地域住
民との交流と相互理解を促進するための
プログラムの開発を行うとともに、これら
の実践を通じて当事者が地域活動に当
たり前のように参加・活躍できる「地域共
生社会」の実現を目指したいと思います。

第42回学校茶道エッセイ 学生の部　優秀賞  ＜2021年度＞

「日日是好日」

よ し お か  み か こ

吉岡  美加子さん 医学部 医学科

　この度、茶道裏千家淡交会総本部主
催の「学校茶道エッセイ」にて学生の部
の優秀賞をいただきました。茶道を通し
て感じたことを改めて言葉にするのは非
常に難しく、適した言葉を探して推敲を
重ねました。その結果、このエッセイは私
のこれまでの茶道体験の集大成のように
感じています。新型コロナウイルスの影
響もあり思うように活動できない時期もあ

りましたが、茶道部での活動を通して人
とのつながりを感じることが出来ました。
このようなコンテストをきっかけに、多くの
方に茶道の良さを伝えていければと思っ
ています。日頃から茶道部を支えてくだ
さっている先生方、部員の方々、本当に
ありがとうございました。心より感謝申し
上げます。

第46回有機電子移動化学討論会　優秀ポスター賞  ＜2022年度＞

ワンポットでの電解重合－異性化－環化を鍵プロセスとする
環状α-1,4-オリゴグルコサミン合成
え ん ど う  ひ ろ ふ み

遠藤  大史さん 大学院持続性社会創成科学研究科 工学専攻

　「ワンポットでの電解重合－異性化－
環化を鍵プロセスとする環状α-1,4-オリ
ゴグルコサミン合成」というタイトルのポ
スター発表で受賞しました。環状オリゴ
糖としてグルコースからなるシクロデキス
トリンやラムノースからなるシクロアワオド
リンが知られていますが、この研究では
グルコサミンからなる新しい環状オリゴ糖
を合成しました。しかも、従来の反応剤

を使った化学合成ではなく、電極反応を
利用していることがこの研究の特徴です。
なお、合成した環状オリゴ糖が傘踊りの
しゃんしゃん傘に形が似ていることから、
「シクロカサオドリン」と命名しました。今
後、様々なシクロカサオドリンの類縁体も
合成し、環状オリゴ糖の新しい機能を開
拓したいと考えています。
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2022年度日本塑性加工学会学会賞
学生奨励賞（修士）

日本機械学会中国四国学生会第52回学生員卒業研究発表講演会
優秀発表賞　＜2021年度＞
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優秀発表賞　＜2021年度＞
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優秀発表賞　＜2021年度＞

令和4年度（第74回）土木学会中国支部研究発表会
若手優秀発表者賞
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若手優秀発表者賞
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奨励賞（学生部門）
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奨励賞（学生部門）

2021年度日本農芸化学会中四国支部
奨励賞（学生部門）

日本育種学会 第13回中国地域育種談話会
優秀発表賞　＜2021年度＞

第75回農業農村工学会中国四国支部講演会
奨励賞　＜2021年度＞
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奨励賞　＜2021年度＞
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落合  勇 太 さん

岡 本  真 宙 さん

上 村  春 貴 さん

藤 本  隼 汰 さん

原 田  遼 河 さん

和 田  龍 汰 さん

田 中  大 貴 さん

新 谷  亜 蘭 さん

有 年  梨 沙 子 さん

田 中  淑 乃 さん

中 川  里 穂 さん

大 山  幸 輝 さん

山 口  桃 子 さん

門 田  直 哉 さん

大学院持続性社会創成科学研究科工学専攻（修了済み）

工学部機械物理系学科（卒業済み）

大学院持続性社会創生科学研究科工学専攻

大学院持続性社会創生科学研究科工学専攻

大学院持続性社会創生科学研究科工学専攻
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大学院持続性社会創生科学研究科農学専攻

農学部生命環境農学科

大学院連合農学研究科

大学院持続性社会創生科学研究科農学専攻

大学院持続性社会創生科学研究科農学専攻

受賞学生一覧（抜粋・順不同）
学生（所属／氏名） コンペ・賞名など／受賞した賞

＜2021年度＞
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糖としてグルコースからなるシクロデキス
トリンやラムノースからなるシクロアワオド
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なお、合成した環状オリゴ糖が傘踊りの
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後、様々なシクロカサオドリンの類縁体も
合成し、環状オリゴ糖の新しい機能を開
拓したいと考えています。

学
業
や
研
究
、
課
外
活
動
な
ど
、
日
々
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
鳥
大
生
。

そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
表
彰
を
受
け
た
学
生
が
数
多
く
い
ま
す
。
今
回
の

ト
リ
カ
ツ
！
で
は
、
学
会
や
コ
ン
ペ
な
ど
外
部
で
表
彰
さ
れ
た
学
生
を
紹
介

し
ま
す
。
こ
こ
で
紹
介
で
き
る
の
は
、
表
彰
を
受
け
た
学
生
の
中
で
も
ほ
ん
の

一
部
で
す
が
、こ
の
ほ
か
に
も
幅
広
い
分
野
で
鳥
大
生
は
活
躍
し
て
い
ま
す
。

2022年度日本塑性加工学会学会賞
学生奨励賞（修士）

日本機械学会中国四国学生会第52回学生員卒業研究発表講演会
優秀発表賞　＜2021年度＞

日本機械学会中国四国学生会第52回学生員卒業研究発表講演会
優秀発表賞　＜2021年度＞

日本機械学会中国四国学生会第52回学生員卒業研究発表講演会
優秀発表賞　＜2021年度＞

令和4年度（第74回）土木学会中国支部研究発表会
若手優秀発表者賞

令和4年度（第74回）土木学会中国支部研究発表会
若手優秀発表者賞

令和4年度（第74回）土木学会中国支部研究発表会
若手優秀発表者賞

2021年度日本農芸化学会中四国支部
奨励賞（学生部門）

2021年度日本農芸化学会中四国支部
奨励賞（学生部門）
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奨励賞（学生部門）
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第75回農業農村工学会中国四国支部講演会
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藤 本  隼 汰 さん

原 田  遼 河 さん

和 田  龍 汰 さん

田 中  大 貴 さん

新 谷  亜 蘭 さん

有 年  梨 沙 子 さん

田 中  淑 乃 さん

中 川  里 穂 さん

大 山  幸 輝 さん
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受賞学生一覧（抜粋・順不同）
学生（所属／氏名） コンペ・賞名など／受賞した賞

＜2021年度＞
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入

教
養
の
場

　歴史に対して今までと異なる視点から学ぶ
ことで、新たな知識を得られただけでなく、作物
が歴史上重要な意味を持つこともあり、農学
部の専門科目での理解を深めることができまし
た。今では履修して良かったと思っています。

● 授業を受けた感想は？

　正直に申し上げると、歴史は苦手科目で、
この授業も偶然により受講することになりまし
た。最初の授業では、自分が内容を理解で
きるのか不安に感じ、履修を続けるか悩みま
した。受講中は、高校生用の教材も復習に
利用していました。

● この授業を選んだ理由は？

豊
か
な
教
養
と
幅
広
い
視
野
を
備
え
た

素
敵
な
大
人
に
な
る
た
め
の

『
全
学
共
通
科
目
』を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

今井　愛さん

いまい  あい

農学部生命環境農学科 2年

受講した学生の声

現
代
社
会
で

生
き
る
力
を
磨
く

力

教育支援・国際交流推進機構
高等教育開発センター

担当教員

武田 元有教授

たけだ  げんゆう
大航海時代を契機として世界の一体化は急速に進み、産業革命を
経てヨーロッパ中心の資本主義世界が成立します。この授業では
ヨーロッパと新大陸・アジアとの相互関係について、地理上の発見、
産業革命、世界大戦を契機とする構造変化に留意しながら考えます。

歴史学教養
科目

全学共通科目

教養
科目

入門
科目

外国語
科目

健康
スポーツ
科目

専門科目

知と実践の融合

素敵な大人
　
現
代
の
資
本
主
義
世
界
は
18
世
紀
イ
ギ
リ
ス

の
産
業
革
命
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し

て
、か
つ
て
は
イ
ギ
リ
ス
に
固
有
な
中
産
階
級
の

成
長
や
、
禁
欲
・
勤
勉
の
精
神
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
南
北
問
題
に
よ
っ
て
先

進
国
の
発
展
と
途
上
国
の
貧
困
が
表
裏
一
体
の

現
象
と
し
て
把
握
さ
れ
て
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
産

業
革
命
の
要
因
と
し
て
、
む
し
ろ
世
界
市
場
と

の
密
接
な
関
係
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
に
、
産
業
革
命
の
中
心
と
な
っ
た
綿
織
物

の
着
用
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
な

紅
茶
文
化
な
ど
も
決
し
て
イ
ギ
リ
ス
固
有
の
も

の
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
の
綿
布
、
カ
リ
ブ
海
の
砂

糖
、
中
国
の
茶
な
ど
、
外
国
商
品
の
流
入
を
前

提
と
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
歴
史
上
ア

ジ
ア
が
世
界
G
D
P
の
大
半
を
占
め
て
い
た
こ

と
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
長
ら
く
辺
境
地
帯
で
あ
っ
た

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
そ
れ

な
ら
な
ぜ
劣
勢
で
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
世
界
経

済
の
中
枢
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
り
、

ま
た
現
在
G
D
P
が
世
界
2
位
の
中
国
の
経
済

発
展
は
あ
く
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
成
長
観
念

を
前
提
に
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む
現
代
、

各
国
の
特
質
を
諸
国
の
相
互
関
係
か
ら
捉
え
る

視
点
は
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
、
折
し
も
高
等

学
校
で
は
2
0
2
2
年
4
月
か
ら
従
来
の
日
本

史
・
世
界
史
の
縦
割
り
教
育
を
見
直
す「
歴
史

総
合
」が
始
ま
る
中
、
世
界
的
な
視
点
か
ら
歴

史
を
把
握
す
る
こ
と
は
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の

関
係
か
ら
歴
史
を
見
る

19世紀までGDPの6割はアジアが占め、ヨーロッパが優位となる
のは20世紀初頭にとどまることが分かる。

本講義は、鋼製部材の内部に働く応力

の測定等を行う構造実験と、材料実験

に分かれています。材料実験では、コン

クリートの構成材料（セメント、骨材）の

品質評価やコンクリートの配合設計・作

製を行い、作製したコンクリートの強度

試験等を実施します。

構造・材料実験

工学部社会システム土木系学科
土木工学プログラム 3年生

砂丘地でのラッキョウ生産農家やJA関

係者との協働作業を通じて、現状や課

題について実践的に学び、学問的観点

から持続的な解決策を探求します。

国際乾燥地農学演習

農学部生命環境農学科
国際乾燥地農学コース 2年生

本授業は「農場実習」です。学内の実

習圃場で多種多様な農作物の栽培技

術を身に付ける実習を行っており、ラッ

キョウの有機栽培にも取り組んでいます。

農業基礎演習Ⅱ

農学部生命環境農学科
植物菌類生産科学コース 2年生

授業　　レポート
とりりん記者が取材してきた授業の様子をご紹介！

自分たちで作ったコンクリートの
強さを測定中！みんな真剣！

測定後の割れた
コンクリート

コンクリート用骨材を準備中～

砂の性質を測定するって、
なんだか細かそう！
みんな頑張れ！

協働で作業しながら、
農家さんが抱えている
課題の解決策を
考えているよ

固定した包丁で
根と葉を切り落とす！
ケガに注意だよ～

砂丘ラッキョウについてJA職員さんから
教えてもらっているよ！

鳥取県産のラッキョウの栽培・収穫・調整から
販売・流通まで詳しく解説！

みんなメモを取りながら真剣！

潜
『とりりん

』の

世界各地の実質GDP内訳（推定）

A・マディソン『経済統計で見る世界経済2000年史』（柏書房2004年）より

アジア

ヨーロッパ
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オンライン授業から。
何度も視聴できるが、
自己管理力も必要。

授業名

授業名

授業名

ほ じょう
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大学の動き

WHAT’S NEW?

在学生の活躍や大学の取り組みなど、

鳥取大学の最新情報をご紹介します。

　令和4年度大学院連合農学研究科学位記授与式を挙行
しました。今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、修了生および関係教職員のみ出席し、基本的感染症
対策を徹底した上で実施しました。授与式では中島廣光学
長から学位記が、児玉基一朗連合農学研究科長から記念
のメダルが一人ひとりに授与されました。
　中島学長は「博士課程の修了は研究の終わりではなく、
新たな挑戦の始まりです。新たな挑戦には課題が付き物で
すが、本学で得た知識と経験が課題解決へと導いてくれる
でしょう。皆さんの新たな生活での成功を心から願っていま
す」と告辞を述べ、修了生11名の今後の活躍に期待を寄せ
ました。

　学生団体「ツナガルドボク」が、昨年度行われた地方創生
★政策アイデアコンテスト（主催：内閣府地方創生推進室）
にて優秀賞を受賞した「暮らすインターン」を実現しました。
「暮らすインターン」は、琴浦町においてインターンシップと
現地での短期滞在を併行して行い、地方の魅力を発信する
企画。日中は主に、各支援先での就業体験を行いました。
夜間は、琴浦町運営の古民家を再生したお試し住宅に宿泊
予定でしたが、感染症対策のためホテルにて集団生活を行
いました。参加学生からは、「普通のインターンシップでは
就業部分のみだが、今回は現地で暮らす部分も体験できる
ことから、鳥取で働くイメージが湧きやすかった」など、満足
した声が寄せられました。

令和4年度大学院連合農学研究科
学位記授与式を挙行

2022.9.16

台湾師範大学
林准教授による講演会を開催

2022.7.22 2022.7.22 2022.6.24

　台湾師範大学から林伯修准教授をお招きして、講演会を
開催しました。同大学とは、令和元年12月に学術交流協定
を締結し、本協定の窓口である教育支援・国際交流推進機
構高等教育開発センターの瀬戸邦弘准教授とのスポーツ人
類学に関する共同研究や、講演会を実施しています。
　講演会では「スポーツツーリズムと台湾原住民のまちづく
り」と題し、台湾に住む16の台湾原住民の暮らしや文化に
ついて、台湾師範大学での研究や授業を基に紹介されまし
た。日本語での講演に加え、写真が数多く用いられていた
ため分かりやすく興味深い内容で、聴講していた学生や教
員から質問が飛び交い、有意義な講演会となりました。

農学部附属フィールドサイエンスセンター
敷地内のリュウゼツランが開花

　農学部附属フィールドサイエンスセンター敷地内のリュウ
ゼツランが開花しました。リュウゼツランはメキシコに自生す
る多肉植物で、花が咲くのは50～100年に1度ともいわれて
います。本学では1999年以来、23年ぶりの開花。今年2
月頃から花柱が伸び始め、5月には全長約8メートルまで成
長し、無事に黄色の花を咲かせました。地元新聞社やテレ
ビ局にも開花は取り上げられ、本学学生・教職員はもちろん
のこと、報道を見た地域住民の方々がリュウゼツランを一目
見ようと本学を訪れていました。
　開花したリュウゼツランの周囲には既に3つの子株が育っ
ており、数十年後に再び開花することが期待されます。

「里山生態実習Ⅱ」受講者が
大学構内で木登りを体験

　農学部生命環境農学科里地里山環境管理学コース4年
生で「里山生態実習Ⅱ（エコツーリズム）」を受講している学
生が、鳥取キャンパス内で木登りを体験しました。
　この実習では通常2月に、農学部附属フィールドサイエン
スセンター（FSC）の教育研究林「蒜山の森」でスノーシュー
やクロスカントリースキーなどを用いたエコツーリズムに関す
る実習を行っていますが、昨年度は新型コロナウイルス感染
症の影響で中止に。その冬山実習の代替の一部として行わ
れたものです。学生たちは、FSC技術職員の指導の下、大
きなケヤキの木にロープを掛け、登ったり下りたりを何度も繰
り返していました。

学生団体ツナガルドボクが
「暮らすインターン」を実施

2022.8.26～9.5

　医学部講義実習棟において特別講義を開催、前鳥取大
学長の豐島良太先生（現・山陰労災病院長）をお招きし、
医学部医学科1年生を対象に「米子医学専門学校から鳥取
大学医学部まで」と題してご講演いただきました。
　豐島前学長は鳥取大学医学部の歴史について、国や鳥
取県の公文書、終戦前後の新聞記事、接収された米子市
立義方小学校の沿革史などの膨大な資料を基に、独自に調
査研究されています。学部設立の経緯や当時の状況につい
て時系列で分かりやすく教えていただき、学生からの質問に
も丁寧に答えてくださいました。この春入学したばかりの学
生にとって、本学医学部の成り立ちを知る貴重な機会となり
ました。

　医学部医学科1年生が、授業「大学入門ゼミ」において、
医学部PR動画を作成し、その表彰式が行われました。この
動画は、入学したばかりの1年生が7つの班に分かれ、企画・
撮影・編集まで自分たちの手で趣向を凝らし作成したもので
す。各班が作成した動画を教員や学生同士で評価を行い、
順位ごとに表彰し記念品が授与されました。
　この動画作成を通じて、鳥取大学医学部や病院、地域の
ことなどを理解するとともに、グループ活動を行うことにより
学生同士の親睦を深めることができました。

2022.7.21

医学科1年生が授業「大学入門ゼミ」で
作成したPR動画の表彰式を開催

豐島前学長による特別講義を開催

2022.7.20

最優秀賞を受賞した動画はこちら　 
https://www.med.tottori-u.ac.jp/news/32354.html ▶
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本
的
に
は
、
全
部
員
が
大
会
に
出
場

し
ま
す
。
例
年
8
月
に
行
わ
れ
る
西
日

本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会
で
成
果
を

上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
、
日
々
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
部
員
は
現
在
も
募
集
中
。

気
軽
に
体
験
し
に
き
て
く
だ
さ
い
！
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漕
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部
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フ
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ン
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大学からのお知らせ
I N F O R M A T I O N

米子キャンパス 医学部食堂
鳥大生に聞く! 『医学部食堂ってどんなお店?』

J o b
h u n t i n g

I n f o r m a t i o n

就
職
情
報

　後期が始まり、配属される研究室の決定や卒論に向けて具体的に考え出し
たことで、本業（学業）が忙しくなってきた学生も多いことと思われます。この
忙しい時期に就職活動開始に向けた準備も本格化してきますので、綿密な
スケジュール管理と就活対策にも考えを向けていただくことをお願いします。
企業によっては早期から採用活動を行うケースもあるようなので一概には言
えませんが、この時期に行っていただきたいことは「自己分析」と「企業研究」
です。夏季休暇前に行った方もおられるかもしれませんが、インターンシッ
プ等を体験した後でどのように変わったかを考えることも大事です。

　自分のことは自分が一番知っているかもしれません。しかし、就職活動で自分を評価するのは他人です。
出会ってから数十分で評価されるケースもあるのです。学生の皆さんはこの数十分のためにどこまで準備を
整えてきたのかが問われています。自分はどんなことに興味があり、これまでどんなことをやってきたのか今
一度考えてみてください。可能であれば、他人からどのように見られているのかを知るために、親御さんや
友人、指導教員、キャリアセンターの相談員等、第三者の意見にもぜひ耳を傾けてください。きっと自分の
知らない自分が見えてくるはずです。
　また、企業に対する知識も蓄えてください。人は、名前も何をやっているのかも知らない企業には就職で
きません。企業は何を行っていて、そこに働くとどんな仕事ができるのか、その仕事は本当に自分がやりたい
ことなのか、考えてみてください。日本国内には400万社
もの企業があるといわれており、その中から本当にやりた
いことができる企業を見つけていただきたいです。
　就職活動の準備は一朝一夕では整いません。時間を
要しますので、ぜひ早めの準備に取りかかってください。

先んずれば“就活”を制す！！

【お問い合わせ】 honbu@toridai.coop

「最新の店舗営業時間」「お子様の食事履歴」など、Webサイト
maruco(マルコ)からご覧いただくことができます。ミールカード
利用者限定のサービスもあるので要チェックです!!
まずは右のQRコードからアカウントを作成してください。

在学生のための総合窓口サイト『maruco』、
生協マイページがリニューアルオープン

TOPページ アカウント作成

おいしいパンやドリンクが揃っている店員さんが温かい！

朝に行けばその日のいいスタート
を切ることができる 気分転換になる場所

メニューが豊富

野菜小鉢から選択できることも魅力

実習など時間が限られる中、栄養バランス
のとれた食事ができる大切な食堂

鳥取キャンパス ベーカリーカフェ セルリア
鳥大生に聞く! 『セルリアってどんなお店?』

白衣等の実習服で来店される学生
も少なくありません。食事の時間
だけでもホッと一息つける空間を
準備したいと考えています。

夏季・春季休暇の時期も生協食堂は営業して
います。年間を通してフェアメニューも準備して
いますので、色んな味を楽しんでください!

忙しいからこそ、
しっかり食べてほしい!!

ドリンクの色やトッピング
が浴衣を、ラムネが夜店
を連想させます。パチパ

チと弾けるキャ
ンディーは花火
をイメージして
います。

猛暑を吹き飛ばす! スペシャルドリンク!!

長期休暇期間も営業！！ 紹介動画はこちら
▼

紹介動画はこちら
▼

夏っぽい味で
美味しかった

キャリアセンターの相談予約方法について
10月から就職相談のオンライン
予約を開始しました。相談希望
の方は、「鳥大キャリアナビ」から
手続きを取ってください

1718

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
か
ら
約
3
年
、
停
止
し
て
い
た
渡
航

留
学
が
、
制
限
付
き
で
は
あ
り
ま
す
が

徐
々
に
再
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
に
い
な
が
ら
留
学
を
経
験
で
き
る

「
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
」と
い
う
新
し
い
留

学
方
法
も
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
そ
ん
な
留
学
事
情
も
含

め
、
本
学
の
留
学
を
支
援
し
て
い
る
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
特
集
し
ま

し
た
。
今
回
は
教
職
員
だ
け
で
は
な

く
、
4
名
の
学
生
さ
ん
に
取
材
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
共
通
し

て
受
け
答
え
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
る

上
、
直
近
の
目
標
や
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
明
確
に
持
っ
て
お
ら
れ
、
今
後
ど
の

よ
う
に
成
長
し
、
活
躍
さ
れ
て
い
く
の

か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、
今
号
よ
り
新
し
く「
と
り
り

ん
の
授
業
潜
入
レ
ポ
ー
ト
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
多
か
っ

た「
と
り
り
ん
を
も
っ
と
出
し
て
ほ
し

い
」「
授
業
の
様
子
を
写
真
中
心
に
特

集
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
2
つ
の
ご
意

見
を
融
合
さ
せ
た
新
企
画
で
す
。
今

後
も
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
参
考

に
、
誌
面
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
て
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お

送
り
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

編 集 後 記
E d i t o r ' s  n o t e

　

漕
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と
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サ
ー
ク
ル
で
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高
生
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ら
ボ
ー
ト
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っ
て
い
る
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は
ほ
と
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で
、
大
学
か
ら
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め
や
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ー
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で
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。
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0
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繰
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返
す
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技
な
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で
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地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
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れ
る
人
に
向
い
て
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ま
す
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ボ
ー
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グ
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ダ
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ペ
ー
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船
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漕
ぐ
ロ
ー
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合
計
5
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が
乗
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ク
オ
ド
ル
プ
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種
目
が
あ
り
ま
す
。
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。
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。
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受
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習
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障がい児教育の現場で培った
当事者理解の大切さを伝える

注目の
研究

農学部共同獣医学科
獣医薬理学教育研究分野

私たちの
研究室

今後のよりよい誌面作りのために、皆様からのご意見やご
要望をお待ちしています。アンケートにご協力いただいた
方の中から抽選で5名様にプレゼントを進呈いたします。

プレゼントが当たる!
読者アンケートにご協力いただいた方へ

※ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には使
用いたしません。また、当選者の発表は、発送をもって代え
させていただきます。

アンケートのご回答はこちらから

プレゼント応募締切 1/31（火）

5名様
合計

国際交流課
オリジナルグッズ
詰め合わせ

測る、創る、診る
～技術で地域を支えます～

鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで
鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで

学会やコンペなどで表彰された学生たち

授業の様子をご紹介！

トリカツ！
特別編

とりりんの授業潜入レポート

教養の場 教養科目「歴史学」

GLOBAL STUDY

TO
TTO

RI UNIV

特　
 集

リフレクター

クリアファイル

ネックストラップ付USB

マウスパッド
ふせん

鳥取大学公式Facebook & twitter
鳥取大学の　    をつぶやいています！今

とりりんが大学のイベント情報、学生活動、
キャンパスの様子などを随時発信中!

@tottori_univ@toririn

フォローしてね

ニューノーマル時代に対応した

新しい留学のカタチ

NEW


